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緒言 

今日わが国では野球、サッカー、バスケットボールと

いった各種プロスポーツリーグが誕生し、発展を遂げ

ているが、それら「見るスポーツ」の分野において重

要なことは、いずれのプロスポーツもそれを見て楽し

むファンや観客がいないと成立しないビジネスである

ということだ。ファンがチームにもたらす様々な金銭的

あるいは非金銭的付加価値は、クラブの運営に多大

な影響を及ぼすのである。 

観戦者の心理的あるいは態度的な差異を起因して

いるもののひとつに｢ロイヤルティ（特定のプロダクト

やブランドに対する消費者の好意的な態度とそれに

ともなう一貫した購買行動）｣がある。スポーツマーケ

ターはファンのチームアイデンティフィケーションを高

めることによってロイヤルティを総合的に向上させ、フ

リンジ・ファンをコア・ファンへと移行させることによっ

て様々なベネフィットを獲得することができるのである。

今日のプロスポーツクラブは上記に記したようなコア・

ファンとの接点として、それぞれが各々の後援会組織

を運営している。その中でも本研究ではｂｊリーグ 大

阪エヴェッサ ブースターズクラブの事例を研究した。 

 

目的 

（１）会員の人口統計的傾向から大阪エヴェッサのコ

ア・ファン層を明らかにする。（２）会員特典に関して

現状の満足度や不満を明らかにする。（３）会員のア

イデンティフィケーション傾向を明らかにし、アイデン

ティフィケーション因子と会員継続意思の関係を検証

する。（４）来シーズンのブースターズクラブ継続意思

とそれぞれの理由を明らかにする。さらに以上４点の

結果に基づき、今後会員を離脱させない、そして新

たなコア・ファンを増員するために必要とされる経営

戦略について提言を行うことを目的とする。 

 

方法 

プロバスケットボールリーグｂｊリーグに所属する大阪

エヴェッサの後援会である「大阪エヴェッサブースタ

ーズクラブ」の会員に対して郵送アンケート調査を行

った。 

・ 対象：大阪エヴェッサブースターズクラブ会員 

・ 数量：１５００部 

・ 時期：２００７年１０月～１１月にかけて実施 

・ 回答数：回答数は２３６、回答率は１５．７％。 

分析には SPSS（Ver.14.0J for Windows）を用いた。 

 

結果と考察 

大阪エヴェッサのコア・ファン層は主として「10 代学

生層」「30 代会社員層」で構成されていることが明ら

かとなった。10 代学生に関しては全体平均値と比較

してどの特典項目も満足度は高い傾向にあるが、非

継続理由や改善要望の意見は「会費」項目に集中し

たことから、10 代学生層に関しては満足度の高い来

場ポイント制度を活かしながら、「会費」項目に対する

アプローチを検討することが有効と考えられる。コア・

ファンの中で最も大きなグループである 30 代社会人

層に関しては会費が特典内容の割に合っていないと

いう意見やチケット販売ツールについて不満が挙が

った。最も満足度の低かった来場ポイント特典を 30

代層に考慮することで会費の「割に合わない感」を同

時に解消することができるのではないかと考えられる。

また因子分析結果より本研究ではチームアイデンテ

ィフィケーションを構成する要因として６因子２０項目

が抽出されたが、継続意思と各因子のｔ検定結果は

男女間で大きく異なる結果となった。女性に関しては

選手に対する一体感の強さをチームに対する一体感

に移行させるような施策を行うことが必要といえる。男

性に関しては継続意思がある人とない人との間でチ

ームアイデンティフィケーションに大きな違いはないと

いう結果となった。 

 

まとめ 

本研究ではコア・ファンの人口統計や心理的特性な

どが明らかとなり、そこから彼らのニーズや会員であ

ることのモチベーション要因といったものを多少なりと

も解明することができた。今回は厳格にデータの数量

を研究・分析した結果から読み取れる傾向や特徴に

基づいて提言を行ったが、目に見えないものを扱うビ

ジネスである以上「これをこうすれば、必ず成功する」

という断言は非常に難しく、プロスポーツビジネス成

功の鍵はあくまでもチームを応援しているファンのこ

とを第一に考え、常に真摯に彼らの声に耳を傾け続

けることに尽きるだろう。 
 


